
１．江戸川区の紹介

・人口
６９．1万人

（R３．10．１現在）
・世帯

34.7万世帯
（R３．10．１現在）
・面積

４９．09ｋ㎡
・南北

約 13km  
東西

約 8km

江戸川区の人口推移
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69万人



２．江戸川区のまちづくり

区画整理事業による「まちづくり」

小松川防災拠点
再開発 66ha

その他の市街地
1,497ha

その他の区域
1,563ha

区画整理すべき区域
外で完了 429ha

完了区域
1,266ha

区画整理すべき
区域で完了837ha

区画整理すべき
区域の見直し
（地区計画等）

502ha

区画整理すべき
区域で未完了

710ha

未整備区域 1,212ha

うち事業中
（上篠崎一丁目北部）

4,041ha

３．篠崎駅西部地区連鎖型土地
区画整理事業

平成21年度土地活用モデル大賞 国土交通大臣賞受賞

篠崎駅付近地区

(都施行・完了)

篠崎駅西部地区

(区施行・事業中)

篠崎駅東部地区

(都施行・完了)

江

戸

川

千葉県

篠 崎 駅 周 辺 図



まちづくり協議会の発足（平成１０年５月）

①駅前地区
H16～H27

②上篠崎4丁目地区
H18～H26

③２班地区
H17～R6

地区面積 約15.3ha

権利者数 約600名

整備目標

① 駅の出入口確保と土地の
有効活用の検討

→『駅前の顔づくり』

② 狭小住宅改善を目指す
整備の促進

→『共同化の推進』

③④防災性の向上を図るため、
行止り道路の解消

→『２方向避難路の確保』

③④通風、採光の確保を目指し、
辻公園を設置

→『緑・空地の確保』

④四期地区
H23～R4

⑤事業化検討地区

① 駅前地区
（民間協力によるまちづくり）

上4

駅前地区



複合施設（１～３Ｆ）

計画平面図

既存駅前広場

西口駅広場 駅ビル

集合住宅（４～１８Ｆ）

駅接続通路

駐輪場（地下１～２Ｆ）

D

江戸川区

都交通局

江戸川区

C

現況図

D

江戸川区

都交通局

江戸川区

C

計画図

駅前広場

Ａ

ＡＡ

Ｂ

Ｂ

２０番

２１番

２０番
公益複合ビル

２１番
共同化ビル

公益複合施設

篠崎駅

区民施設（図書館等）

平成２０年７月６日オープン

駐輪場（2,800台）

平成２０年6月１日オープン



② 共同化によるまちづくり

上4

②上篠崎四丁目地区

地区面積：5,300㎡

権利者：54名
上四地区 現況図

区で買収

戸建て

共同化

共同化事業 参加者１８名

面積約７２０㎡
共同化検討会の開催



事業化前に・換地素案の発表

・プレ審議会の開催

共同化

上四地区 共同化住宅（オアーゼ上篠）

③ 修復型まちづくり



2班

路地別懇談会

施行後施行前 修復型概念図



江⼾川区⽴篠崎七丁目
２番辻公園（全景）

江⼾川区⽴篠崎七丁目
２番辻公園（井⼾）

江⼾川区⽴篠崎七丁目
10番辻公園（かまどベンチ）



⑤ 事業化検討地区

上4

⑤事業化検討地区

建蔽率：６０％
容積率：３００％

建蔽率：６０％
容積率：２００％

建蔽率：８０％
容積率：４００％

建蔽率：５０％
容積率：１００％

篠崎駅



事業化検討地区アンケート

令和3年2月実施

対象：移転対象権利者31名

区画整理事業に協力する 10名

条件次第で協力する 2名

区画整理事業に反対する 9名

無回答 10名

課題

・区画整理すべき地域として都市計画決定
（昭和４４年）されている

・住民（特に移転対象者）の合意形成

・事業手法の再検討（民間活力の導入等）


